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6ラー千度の出血を繰り返した高齢者橋郡海綿
挽血管腫の且例

高情 汀･在
土田 正 宏磯深畏錨 繍 院)

翌年の経過で橋出血を繰り返した高齢者で声厳終約に

＼11ミ7/■二橋LlこけしIT･n日日L･tllt.ri'川1:1I.【:ll:.167∴i.日中了パⅠ.

示したや症例は76才男性で,昭和62年机弓及び昭和綴詣年

ド,膵､2回矯侶訂丁:発症十二工､:丁､.LIrllLIllこLHt､汀八､1

のわずかな高吸収域を認めるのみで凝常増強後はなくサ

また脳血管写をこて屯凝滞所見を認めなかった.MR瓦で

言 1̀､卜.鮎榊再象∵_-中主詳･;･･い＼＼-i‖tttrlHtl･一周】日がIl蘭1

められた･しかしrm声ry望強調画像喜平血管構造を示

唆するような額倍署慣域は認めなかった.これらの所見
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所見と一致Lていたg高齢者といえども閣部位に出血を

繰り返すような場合をこぼ,MR王が原因疾患追及の有力

な手段になると思われる申

7ト下顎骨に発壁した骨腫の且例
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骨経は無痛性をこ増大し亨かつ多発性に発生する傾向が

あるので,全身的な鼠夕をト-ニノダをするためにも画像

診断が豪牽な疾患の---つである.今回我 は々,左側下顎

隅角部をこ発生した骨腫の一例を経験したので報告した.

漫)症例は嶺旦歳食性サ左側下顎角部の膨隆を主訴とし
ていた.

望)単純X線写戴きCrY検査では左側F顎骨休部及び

着せるX線不透過性病変を認め辺縁性骨腫と診断した中

射 病理観織診断は,赦牽骨経であった.

以上,我 の々経験した症例はU腔領域で発見された濁す

睦であるが,こういった症例では多発性骨経や太腹ポリ･--

プを併発する可能性があるため骨シンチグラフ1-をこよ

る全身的検索と必要に応じては内科専門医による太腹の

検索を行なうべきと考えた症例であった.
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患者は精神遅延の31才の食性で,左顎下部の腫脹を主

訴とする自認年前より畜F部の腫脹を数鷹経験したが,

畠燃消去段,昭和転記隼9月に顎下部に臓脱が現れ/ヲ現在に

至る叶歯科治療の経験無し

単純,遺影CTを施行する事をこ依り,軸位像で,舌

下隙,顎下韓を長め,__蔓二顎骨レベルの機咽頭陛略へ突出

する大きな嚢胞姓の病変を認めた,,病変内部は予均-でテ

液体様の且¢wdemSi纏を示Lた8また,前額断の画像

において病変の上下的な進展が容易をこ把握できた,

我 は々9CT所鼠をこ依り写病変の進展範囲とその内部

性状を明瞭に把握L,㌘絶muiaと画像診断しえ二や

9トド顎督をこみられた真菌症
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ACも豆momyCOS主Sは近年,稀な疾患となったが晋その

多くは顎骨に発生する慢性の炎症性疾患である6LかLヲ

そのX線像は多彩で決め手となる特殿像はなく鑑別診断

∴､難上宣_:･f=/＼､i-･∵守∴ 付目裾.;'(1'TFTr汗上 古榊卜

顎太巨∃廃部から下顎枝をこかけて打ち抜き像を主体とした

骨破壊を認め声皮質骨の破壊,下顎管を含む透過像声変

にCT上で右側頬骨たき言二線から瞭然に及んだ造影され

る軟組織陰影が兇られるなど顎酢巨む性の窓矧擾慶を疑

わせる所見が多か--)た.i,かL/,透過像の周囲は強い反

応性の骨硬化像が見られたことや,mモLで歓綴織陰影

ハ中に_:lt).<LLtゝトト'-黒いナ′:ilり＼＼･木目Jltl~こin､;i7-.辛

症を示唆する所澄まも鬼られるという矛盾したX線像を皇

し予炎症と悪性膝藤や平窓性経癌の顎骨転移との鑑別が

難しい症例であった.今後,皮質骨の破壊を伴う症例の

磯合に注意する必祭があると思われる中

及齢 X線デジタイズ画像の画質評価

椎名 か 酒井 邦夫亡霊宕姦罵医学部)
野口 栄吉や田中 孝し同 放射線部う

フィルムデジタイザは,Ⅹ線フィルムの画像情報をレ-

ザ--スキャナ等を周いてデジタル化するもので,@J像の
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デジタル保管には不可欠の装置であるI我母は,7ィル

ふデジタイザ膵uJ王FI､上院転胴)を用いてデジタル化

した画像をリプリントL,原画像と比較して画質評若面を

71 十.

画質評価では∴読取打日と}:}チ2001m ではやや原画像に

十=二.トト､∴､,lt剛.′川l一∴:I.:早:･巧い憾⊥㍉十工･軒~象十卜､

デジタイ㌦式､画像を得ることができた.

粧LE日日L巨/∵し.門 ∴H,∴浩一十十一し.:.㌔.1.卜【f･∴

等の臨床画像をこよる評価ではき約85%がF澱画像をこ忠実

管,診療夏二支障はない_いと判断きれ,r僚画像とかなり

異なっておりサ保存量画像とを/て転適切でないMjと宰ij定さ

れたものは皆無であったp,これらのことから予デジタイ

ズ画像は∴診療呈ニト浄満足すべき画質であると考えられ

㍗.
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棚 娘 子欄 名 岩浅百雷畿 謁約 割弓)
約櫓年間に経験した腎外傷25例(鈍的外傷望纏uY欝通

ソロiL!,l桝.し'､し丁lり‖古--_･中;日日 .
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の損傷がなければ保存的に治療L,えた,腎梨歯を認める

ト､､∴11里'.:‖町′賢;Pと､_:ぎ巨i∵､･二∵∴こ[∴.?畑立,7L.

や造断言きれ/ない腎窯驚釣みられJる時はタ観血的治療が必

費となる可能性が高いと考えられ畑 野断裂をみとめる

もUMま且例で腎摘が行軒)れfJJ幣茎損傷はなかった.

CT上野買巌の拡張を示Lたものが5例あり護例は凝血

::,守門.l'巨∴7..･E:::1∴,車巨F吉仁辛 .i-か.帖.1(札i二

受髄最前かどこ)水腎症あるいは尿路狭窄釣ある症例であっ

た.両者の鑑別をこ幣楽鷲の非薄化等が療考になる場合が

腎疾患のあった可能性を常に念頭に磨くことが蚤密と考

えられた.
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57年4月より62年3月までの6年間に経験した肝損傷

8例について検討L次の結果を得た.

n 肝損傷のうち7例は非開放性損傷であり,i例が

開放性損傷である

諾う被膜下血膝と直性肝破裂は,ともに低吸収域とし

て左とめに凍る

yd蔦う非開放憎損傷はfr大静脈を中心に放射状に破裂す

ることが多(,CFYで描注毒されやすいサ

射 被膜ド酎断裂と素性肝断裂では予後及び治療法が

巣なるので鑑別が豪家であるがヲ腹腔内の漏出液が決め

手となる
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にも願疾患の存在も考えてみる余裕か必要であると感も二
㌦
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高速パルスシ-ケンス(FfJASm)を用いたM首尾昔シ

(Mモもう,太動脈弁逆流 (AR右 三尖弁連流rT挽)の険

二才州法うと比較検討Lた.[対象ニトしユニブ-法をこて弁連

流了､浩･∴l･上Jl＼lliI()1/叫._＼lミt;(･町 III巨ミ町LL､1車シ≒.

臓弁逆流.r装置と方法｣乱伐Ⅰ装置:シ--メンス社製

＼t.･＼tlr＼卜二′=1＼1I.:)T.十､:･-:lJ.i-苫:rl工::･圭.鶴.<t<川うr'

･＼.＼tltT､､潮抽斗∴言t.11ノ＼ヾ‖ :_㌔;j･]∴隼∴-r二守十十､

た議了紋日断層面きま緑濃13枚は断層面)の画像を且2

枚GT)シネ表′3緑ニL紅 弁連流の程度はlLエニ7-7法と同様

;㍉;半価日 . 結半弓J'-:,i';I.＼Hi,了.I(畔j車t丹ドl

逆流が検出できたがぎ軽症例でC3級tyを悪寒が低か-)た.こ

れは逆流信号の方向が断層面をこ太どうないためと考えた.

盟.ARでは全例検出きれたがそ釣程度は過大評価傾向

にあった.3/相 では検iLを猶言,程度と屯よく｢致した

が軍心工ニト-法で評価できない語例のFm も娩出でき
十.
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H CRの画質評価
--胸部単純写真での比較--

新潟大学医学部放射線科

小 田 純 一

野CRと従来の胸部単純Ⅹ線撮影の画像をファントム

と実際の臨床症例を使-了て比較検討Lた.ファントム窯


